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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　各画素を発光することにより、画像を表示する表示手段と、
　被写体を撮像することによって、撮像画像のデータを生成する撮像手段と、
　前記表示手段の各画素のうち、一部の領域を構成する各画素を発光させることにより、
前記被写体の一部を照射させる照明として前記領域を機能させた状態で、前記撮像手段に
前記被写体を撮像させる制御を実行する制御手段と、
　前記制御手段の制御により、前記表示手段の複数の領域のそれぞれが順次前記照明とし
て機能した各状態で、前記被写体が前記撮像手段により順次撮像された場合、前記撮像手
段により順次生成される複数の撮像画像のデータの各々について、一部分の領域のデータ
を切り出し画像のデータとしてそれぞれ生成する画像切出手段と、
　前記画像切出手段により生成された前記複数の切り出し画像のデータを合成することに
よって、合成画像のデータを生成する画像合成手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記制御として、
　　前記被写体の左側を照射して右側に影を生じさせるように前記表示手段の第１領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第１制御と、
　　前記被写体の右側を照射して左側に影を生じさせるように前記表示手段の第２領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第２制御と、
　をそれぞれ実行し、
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　前記画像切出手段は、
　　前記制御手段の前記第１制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第１
切り出し画像のデータとして生成し、
　　前記制御手段の前記第２制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第２
切り出し画像のデータとして生成し、
　前記画像合成手段は、前記画像切出手段により生成された前記第１切り出し画像及び前
記第２切り出し画像の各データを合成することによって、前記合成画像のデータを生成す
る、
撮像装置。
【請求項２】
　前記画像切出手段は、
　　前記制御手段の前記第１制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じていない側の略半分を含む画像のデータを、第
１切り出し画像のデータとして生成し、
　　前記制御手段の前記第２制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じていない側の略半分を含む画像のデータを、第
２切り出し画像のデータとして生成し、
　前記画像合成手段は、前記画像切出手段により生成された前記第１切り出し画像及び前
記第２切り出し画像の各データを合成することによって、前記合成画像のデータを生成す
る、
　請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記表示手段における照明として機能させる領域を複数回変化させて、照明として機能
させる領域が変化する毎に、前記撮像手段に前記被写体を撮像させていく手順を示す撮像
シーケンスデータを保持する保持手段をさらに備え、
　前記制御手段は、前記保持手段に保持された前記撮像シーケンスデータに従って、前記
制御を実行する、
　請求項１又は２に記載の撮像装置。
【請求項４】
　前記保持手段に保持されている前記撮像シーケンスデータには、撮像装置の動作のモー
ドとして、照明として機能させる領域及び当該領域の変化の順番が相異なる複数の手順の
各々に対応する複数のモードが登録されており、
　前記制御手段は、前記撮像シーケンスデータに登録された前記複数のモードの中から１
つのモードを選択し、選択した前記１つのモードに従って前記制御を実行する、
　請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　各画素を発光することにより、画像を表示する表示手段と、
　被写体を撮像することによって、撮像画像のデータを生成する撮像手段と、
　を備える撮像装置が実行する撮像方法において、
　前記表示手段の各画素のうち、一部の領域を構成する各画素を発光させることにより、
前記被写体の一部を照射させる照明として前記領域を機能させた状態で、前記撮像手段に
前記被写体を撮像させる制御を実行する制御ステップと、
　前記制御ステップの制御処理により、前記表示手段の複数の領域のそれぞれが順次前記
照明として機能した各状態で、前記被写体が前記撮像手段により順次撮像された場合、前
記撮像手段により順次生成される複数の撮像画像のデータの各々について、一部分の領域
のデータを切り出し画像のデータとしてそれぞれ生成する画像切出ステップと、
　前記画像切出ステップの処理により生成された前記複数の切り出し画像のデータを合成
することによって、合成画像のデータを生成する画像合成ステップと、
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　を含み、
　前記制御ステップは、前記制御として、
　　前記被写体の左側を照射して右側に影を生じさせるように前記表示手段の第１領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第１制御と、
　　前記被写体の右側を照射して左側に影を生じさせるように前記表示手段の第２領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第２制御と、
　をそれぞれ実行し、
　前記画像切出ステップは、
　　前記制御ステップの前記第１制御の処理結果として前記撮像手段により生成された撮
像画像のデータから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータ
を、第１切り出し画像のデータとして生成し、
　　前記制御ステップの前記第２制御の処理結果として前記撮像手段により生成された撮
像画像のデータから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータ
を、第２切り出し画像のデータとして生成し、
　前記画像合成ステップは、前記画像切出ステップの処理により生成された前記第１切り
出し画像及び前記第２切り出し画像の各データを合成することによって、前記合成画像の
データを生成する、
撮像方法。
【請求項６】
　各画素を発光することにより、画像を表示する表示手段と、
　被写体を撮像することによって、撮像画像のデータを生成する撮像手段と、
　を備える撮像装置を制御するコンピュータに、
　前記表示手段の各画素のうち、一部の領域を構成する各画素を発光させることにより、
前記被写体の一部を照射させる照明として前記領域を機能させた状態で、前記撮像手段に
前記被写体を撮像させる制御を実行する制御機能と、
　前記制御機能の発揮により、前記表示手段の複数の領域のそれぞれが順次前記照明とし
て機能した各状態で、前記被写体が前記撮像手段により順次撮像された場合、前記撮像手
段により順次生成される複数の撮像画像のデータの各々について、一部分の領域のデータ
を切り出し画像のデータとしてそれぞれ生成する画像切出機能と、
　前記画像切出機能の発揮により生成された前記複数の切り出し画像のデータを合成する
ことによって、合成画像のデータを生成する画像合成機能と、
　を実現させるプログラムであって、
　前記制御機能は、前記制御として、
　　前記被写体の左側を照射して右側に影を生じさせるように前記表示手段の第１領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第１制御と、
　　前記被写体の右側を照射して左側に影を生じさせるように前記表示手段の第２領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第２制御と、
　をそれぞれ実行し、
　前記画像切出機能は、
　　前記制御機能の前記第１制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第１
切り出し画像のデータとして生成し、
　　前記制御機能の前記第２制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第２
切り出し画像のデータとして生成し、
　前記画像合成機能は、前記画像切出機能の発揮により生成された前記第１切り出し画像
及び前記第２切り出し画像の各データを合成することによって、前記合成画像のデータを
生成する、
プログラム。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮像方法及びプログラムに関し、特に、所望の部分に対して所望
のライティングがなされた状態の画像を得ることができる技術に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、実空間内で照明を当てることにより、当該実空間のイメージに変化を与える
技術（ライティング技術）が知られている。カメラ等の撮像装置は、このライティング技
術を利用して撮像を行うことで、例えば、撮像対象の実空間の影を低減したり、逆に影を
付けたりした上で撮像を行うことで、効果的な撮像画像のデータを生成することができる
。
　特許文献１には、様々な照明の効果を発揮するライティングのパターンが複数記憶され
ており、所望の効果を発揮するライティングのパターンを選択することにより、選択され
たライティングのパターンに対応する照明の設定で撮影を行う技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１１－２４１３８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上述した特許文献１に開示の技術では、１回の撮像のタイミングに合わせて、
照明の設定がなされているに過ぎない。即ち、撮像対象の実空間全体のライティングの状
態を考慮した照明の設定がなされているに過ぎない。
　従って、撮像対象の実空間のうち、他の部分に影響を及ぼさないで所望の部分に対して
所望のライティングをする、といった局所的なライティングを伴う照明の設定を行うこと
は非常に困難である。
　具体的には例えば、被写体の特定部分で影が生じている画像が要求されているとする。
このような要求に応えるべく、上述した特許文献１に開示の技術を利用しても、特定部分
だけ影が生ずるような照明の設定を行うことは非常に困難である。即ち、特許文献１に開
示の技術では、本来、被写体全体が可能な限り影がなくなるようなライティングを考慮し
た照明の設定がなされることが前提とされているため、特定部分に特化した照明の設定が
なされても、特定部分で上手く影ができなかったり、逆に本来影が必要ない別の部分で影
ができてしまう等、適切な照明の設定を行うことは非常に困難である。
【０００５】
　本発明は、このような状況に鑑みてなされたものであり、所望の部分に対して所望のラ
イティングがなされた状態の画像を得ることができる撮像装置、撮像方法及びプログラム
を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の一態様によると、
　各画素を発光することにより、画像を表示する表示手段と、
　被写体を撮像することによって、撮像画像のデータを生成する撮像手段と、
　前記表示手段の各画素のうち、一部の領域を構成する各画素を発光させることにより、
前記被写体の一部を照射させる照明として前記領域を機能させた状態で、前記撮像手段に
前記被写体を撮像させる制御を実行する制御手段と、
　前記制御手段の制御により、前記表示手段の複数の領域のそれぞれが順次前記照明とし
て機能した各状態で、前記被写体が前記撮像手段により順次撮像された場合、前記撮像手
段により順次生成される複数の撮像画像のデータの各々について、一部分の領域のデータ
を切り出し画像のデータとしてそれぞれ生成する画像切出手段と、
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　前記画像切出手段により生成された前記複数の切り出し画像のデータを合成することに
よって、合成画像のデータを生成する画像合成手段と、
　を備え、
　前記制御手段は、前記制御として、
　　前記被写体の左側を照射して右側に影を生じさせるように前記表示手段の第１領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第１制御と、
　　前記被写体の右側を照射して左側に影を生じさせるように前記表示手段の第２領域を
照明として機能させた状態で、前記撮像手段に前記被写体を撮像させる第２制御と、
　をそれぞれ実行し、
　前記画像切出手段は、
　　前記制御手段の前記第１制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第１
切り出し画像のデータとして生成し、
　　前記制御手段の前記第２制御の結果として前記撮像手段により生成された撮像画像の
データから、前記被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像のデータを、第２
切り出し画像のデータとして生成し、
　前記画像合成手段は、前記画像切出手段により生成された前記第１切り出し画像及び前
記第２切り出し画像の各データを合成することによって、前記合成画像のデータを生成す
る、
撮像装置を提供する。
【０００７】
　本発明の別の態様によると、上述した本発明の一態様に係る撮像装置に対応する撮像方
法及びプログラムを提供する。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、所望の部分に対して所望のライティングがなされた状態の画像を得る
ことが容易にできる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】本発明の第１実施形態に係る撮像装置の外観を示す外観構成図である。
【図２】本発明に係るライティングを説明するための模式図である。
【図３】図２（ａ）に示すライティングにより得られた撮像画像の左半分と、図２（ｂ）
に示すライティングにより得られた撮像画像の右半分と、を合成した結果得られる合成画
像の一例を示している。
【図４】図２（ａ）に示すライティングにより得られた撮像画像の右半分と、図２（ｂ）
に示すライティングにより得られた撮像画像の左半分と、を合成した結果得られる合成画
像の一例を示している。
【図５】図１の撮像装置１のハードウェアの構成を示すブロック図である。
【図６】本実施形態の撮像装置１についての、ライティングモード撮像処理を実行するた
めの機能的構成を示す機能ブロック図である。
【図７】第１実施形態のライティングモード撮像処理の手順を示す撮像シーケンスデータ
の構造の一例を示す図である。
【図８】撮像処理の流れの一例を説明するフローチャートである。
【図９】モードスイッチ処理の詳細な流れの一例を説明するフローチャートである。
【図１０】ライティングモード撮像処理の詳細な流れの一例を説明するフローチャートで
ある。
【図１１】第２実施形態に係る撮像装置１の外観の構成を示す図である。
【図１２】第２実施形態におけるライティングモード撮像処理の手順を示す撮像シーケン
スデータの構造の一例を示す図である。
【図１３】第２実施形態に係る撮像処理の流れの一例を説明するフローチャートである。
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【図１４】第２実施形態に係るライト選択処理の流れの一例を説明するフローチャートで
ある。
【図１５】第２実施形態に係るモードスイッチ処理の詳細な流れの一例を説明するフロー
チャートである。
【図１６】第２実施形態に係るライティングモード撮像処理の詳細な流れの一例を説明す
るフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　以下、本発明の一実施形態について図面を適宜参照しつつ説明する。
［第１実施形態］
　図１は、本発明の第１実施形態に係る撮像装置１の外観を示す図である。
　撮像装置１は、図１に示すように、フレーム１１と、表示部２１と、撮像部２２と、を
備える。
【００１１】
　フレーム１１は、固定フレーム１１Ａと、回動フレーム１１Ｂとを備える。
　固定フレーム１１Ａは、表示部２１の中央の上部以外の周囲を覆うように構成され、中
央の上部に配置される回動フレーム１１Ｂと連結する。
【００１２】
　回動フレーム１１Ｂは、表示部２１の中央の上部に配置され、固定フレーム１１Ａと回
動可能に連結される。回動フレーム１１Ｂには、撮像開口部１１Ｂａが設けられる。本実
施形態において、回動フレーム１１Ｂは、撮像装置１の正面（表示部２１の表示面が存在
する面）から背面にかけて回動可能に構成される。
【００１３】
　撮像部２２は、回動フレーム１１Ｂ内に格納されており、撮像開口部１１Ｂａから被写
体（例えば後述する図２の人物の顔１００）を撮像可能に構成される。なお、撮像部２２
の詳細は後述する。
【００１４】
　表示部２１は、例えばＬＣＤ（Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ：液晶
ディスプレイ）等で構成される。
　表示部２１は、各画素を発光することにより画像を表示する。この場合の各画素の明る
さ（輝度）は可変可能であるため、本実施形態では、一定以上の明るさで発光する画素の
集合体（以下、画素の集合体を「エリア」と適宜呼ぶ）は、表示部２１の表示面を見るユ
ーザ（後述する顔１００を有するユーザ等）を照射する照明として機能する。
　具体的には、図１（ａ）に示すように、ユーザ（後述する顔１００を有するユーザ等）
が表示部２１の表示面をみる場合において、照明として機能するエリアとして、表示部２
１の左端部にはエリアＡが設けられており、表示部２１の右端部にはエリアＢが設けられ
ている。なお、表示部２１の詳細は後述する。
【００１５】
　次に、上述した外観構成を有する撮像装置１によるライティングを図２乃至図４を参照
して説明する。
【００１６】
　図２は、本発明に係るライティングを説明するための模式図である。
　図２（ａ）は、エリアＡが発光状態であり、エリアＢが非発光状態であるライティング
の場合における、被写体である人物の顔１００の様子を表わしている。
　図２（ｂ）は、エリアＡが非発光状態であり、エリアＢが発光状態であるライティング
の場合における、被写体である人物の顔１００の様子を表わしている。
　図２（ａ），（ｂ）の（平面）と表記された図（以下、「平面図」と呼ぶ）は、上方か
ら人物をみた場合の顔１００の様子を表わしている。
　図２（ａ），（ｂ）の（正面）と表記された図（以下、「正面図」と呼ぶ）は、撮像部
１８から人物をみた場合の顔１００の様子を表わしている。即ち、顔１００は、正面図に
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示された状態で撮像画像に写り込むことになる。
　図２（ａ），（ｂ）の（切り出し）と表記された図（以下、「切り出し図」と呼ぶ）は
、正面図の状態の顔１００の左又は右反面を切り出した状態を表わしている。なお、当然
ながら、実空間上の人物の顔１００は切り出すことができないため、後述する画像処理に
よって、撮像画像から切り出された画像の様子が、切り出し図に示されていることになる
。
【００１７】
　図２（ａ）に示すように、エリアＡが発光状態で、エリアＢが非発光状態であるライテ
ィングの場合、同図の平面図に示すように、エリアＡからの光は、撮像部１８からみて、
人物の顔１００の左側に照射されるがその右側には照射されない。このため、撮像部１８
からみて、人物の顔１００の右側には影ＳＡが生ずる。
　このため、撮像部２２が、図２（ａ）の状態のライティングで人物の顔１００を撮像す
ると、同図の平面図に示すような撮像画像、即ち左側に影ＳＡがある顔１００が写った撮
像画像のデータを生成することになる。
【００１８】
　一方、図２（ｂ）に示すように、エリアＡが非発光状態で、エリアＢが発光状態である
ライティングの場合、同図の平面図に示すように、エリアＢからの光は、撮像部１８から
みて、人物の顔１００の右側に照射されるがその左側には照射されない。このため、撮像
部１８からみて、人物の顔１００の右側には影ＳＢが生ずる。
　このため、撮像部２２が、図２（ｂ）の状態のライティングで人物の顔１００を撮像す
ると、同図の平面図に示すような撮像画像、即ち右側に影ＳＡがある顔１００が写った撮
像画像のデータを生成することになる。
【００１９】
　この場合、撮像装置１は、図２（ａ）の状態のライティングにより得られた撮像画像の
データから、影ＳＡがある顔１００の左反面を含む画像のデータ（同図の切り出し図参照
）を切り出すことができる。同様に、撮像装置１は、図２（ｂ）の状態のライティングに
より得られた撮像画像のデータから、影ＳＢがある顔１００の右反面を含む画像のデータ
（同図の切り出し図参照）を切り出すことができる。そして、撮像装置１は、このように
して切り出した２つのデータを合成することによって、図３に示すような合成画像のデー
タを生成することができる。
【００２０】
　図３は、図２（ａ）に示すライティングにより得られた撮像画像の左半分と、図２（ｂ
）に示すライティングにより得られた撮像画像の右半分と、を合成した結果得られる合成
画像の一例を示している。
　このように、本実施形態の撮像装置１は、図３に示すように、被写体の人物の顔１００
両側の輪郭部分に影ＳＡ，ＳＢができている画像（合成画像）のデータを生成することが
できる。
【００２１】
　ここで、図３に示すような画像を鑑賞する鑑賞者は、顔１００を実物よりも小さいと視
認することになる。顔１００の大きさ自体は変わらないものの、両側の輪郭部分が影ＳＡ
，ＳＢにより暗くなっているので、人間の目の錯覚により、両側の輪郭部分に影ＳＡ，Ｓ
Ｂが存在しない場合と比較して小さく認識されるからである。
　このように、本実施形態の撮像装置１は、いわゆる小顔に見える画像のデータを生成す
ることができる。
　また、このような合成画像においては、鼻の影がはっきりと写り、鼻の稜線が明るく、
鼻の根元が暗くなるため、鼻が鋭くかつ高く見え、近年の美顔と称される陰影をつけるこ
とができるという効果も奏することが可能になる。
【００２２】
　換言すると、このように顔１００が小顔に見える画像とは、顔１００の両側の輪郭部分
に影ＳＡ，ＳＢを生じさせるためのライティングがなされた状態の画像である。
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　このようなライティングは、本実施形態の撮像装置１により容易に実現可能になったも
のであり、［背景技術］の欄で上述した従来の技術を適用しても実現が非常に困難である
。従来の技術では、被写体の片側に対して光を照射するだけであり、その結果、被写体（
本例では顔１００）の逆側に影を作ることができるものの、当該被写体の両側に影を作る
ことができないからである。
【００２３】
　さらに、本実施形態の撮像装置１は、図４に示すように、影がない顔１００を含む画像
（合成画像）のデータを生成することができる。
【００２４】
　図４は、図２（ａ）に示すライティングにより得られた撮像画像の右半分と、図２（ｂ
）に示すライティングにより得られた撮像画像の左半分と、を合成した結果得られる合成
画像の一例を示している。
【００２５】
　ここで、図２（ａ）に示すライティングにより得られた撮像画像の右半分には、エリア
２１Ａという一方向からの照明で撮影された顔１００の右半面（撮像部２２からみて）が
含まれている点に注目すべきである。
　同様に、図２（ｂ）に示すライティングにより得られた撮像画像の左半分には、エリア
２１Ｂという一方向からの照明で撮影された顔１００の左半面（撮像部２２からみて）が
含まれている点に注目すべきである。
　即ち、これらの顔１００の右半面と左反面とが合成されると、不要な照明による光が重
なって色味の変化が生じてしまうという従来の問題を発生させることなく、影がない顔１
００を含む画像が得られる点に注目すべきである。
【００２６】
　ここで、不要な照明による光が重なって色味の変化が生じてしまうという従来の問題と
は、次のような問題をいう。
　即ち、［背景技術］の欄で上述した従来の技術でも、複数方向から被写体を照明するこ
とで、被写体に影のない状態を作り出すこと自体は可能である。
　しかし、この場合、被写体の少なくとも一部分では、複数方向のうちの少なくとも２方
向からの照明により光が重なってしまう場合がある。この場合、光が重なってしまった部
分について着目すると、当該部分に対して直接照射する方向からの照明以外は、本来不要
な照明である。このような不要な照明により光が重なってしまった部分では、光が重なっ
ていない他の部分との間に色味の差が生じてしまう。
　このような色味の差を抑制しようとして、当該部分に対して直接照射する方向からの照
明の光を強くすると、当該部分は実際の色見とは異なるものとなってしまう。
　また、被写体の全ての部分で光が重ならないように照明を配置することは実質上不可能
である。
　このような問題が、不要な照明による光が重なって色味の変化が生じてしまうという従
来の問題である。
【００２７】
　以上まとめると、本実施形態の撮像装置１は、このような従来の問題を生じさせないラ
イティングを容易に行うことができる。
　これにより、図４に示すように、色味の変化が少なく、被写体の人物の顔１００の表面
の凹凸（即ち皺等）を強調することがない画像を得ることが可能になる。
【００２８】
　以上説明したように、本実施形態の撮像装置１は、上述したようなライティングを伴う
撮像動作を複数回行い、各々の結果得られる複数の撮像画像のデータのうち、相異なる一
部分通しを合成することによって、合成画像のデータを生成することができる。このよう
な撮像装置１による一連の処理を、以下、「ライティングモード撮像処理」と呼ぶ。
【００２９】
　次に、このようなライティングモード撮像処理を実行可能な撮像装置１の内部構成につ
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いて説明する。
　具体的には、まず、図１の撮像装置１のハードウェアの構成について説明する。
　図５は、図１の撮像装置１のハードウェアの構成を示すブロック図である。
【００３０】
　撮像装置１は、上述した表示部２１及び撮像部２２に加えてさらに、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔ
ｒａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）３１と、ＲＯＭ（Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅ
ｍｏｒｙ）３２と、ＲＡＭ（Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）３３と、画像
処理部３４と、バス３５と、入出力インターフェース３６と、操作部３７と、記憶部３８
と、通信部３９と、ドライブ４０と、を備えている。
【００３１】
　ＣＰＵ３１は、ＲＯＭ３２に記録されているプログラム、又は、記憶部３８からＲＡＭ
３３にロードされたプログラムに従って各種の処理を実行する。
　ＲＡＭ３３には、ＣＰＵ３１が各種の処理を実行する上において必要なデータ等も適宜
記憶される。
【００３２】
　画像処理部３４は、ＤＳＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｐｒｏｃｅｓｓｏｒ）や
、ＶＲＡＭ（Ｖｉｄｅｏ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）等から構成され
ており、ＣＰＵ３１と協働して、画像のデータに対して各種画像処理を施す。
　例えば、画像処理部３４は、撮像部２２から出力される撮像画像のデータに対して、ノ
イズ低減、ホワイトバランス、手ぶれ補正等の画像処理を施す。
【００３３】
　ＣＰＵ３１、ＲＯＭ３２、ＲＡＭ３３、画像処理部３４は、バス３５を介して相互に接
続されている。このバス３５にはまた、入出力インターフェース３６も接続されている。
入出力インターフェース３６には、上述した表示部２１及び撮像部２２の他、操作部３７
、記憶部３８、通信部３９及びドライブ４０が接続されている。
【００３４】
　表示部２１は、上述したようにＬＣＤで構成され、記憶部３８やリムーバブルメディア
４１にデータとして記憶されている各種画像を表示する他、上述したようにエリア２１Ａ
やエリア２１Ｂ（図１）を一定の明るさ（輝度）以上で発光することにより照明としても
機能する。
【００３５】
　撮像部２２は、図示はしないが、光学レンズ部と、イメージセンサと、を備えている。
【００３６】
　光学レンズ部は、被写体を撮影するために、光を集光するレンズ、例えばフォーカスレ
ンズやズームレンズ等で構成される。
　フォーカスレンズは、イメージセンサの受光面に被写体像を結像させるレンズである。
ズームレンズは、焦点距離を一定の範囲で自在に変化させるレンズである。
　光学レンズ部にはまた、必要に応じて、焦点、露出、ホワイトバランス等の設定パラメ
ータを調整する周辺回路が設けられる。
【００３７】
　イメージセンサは、光電変換素子や、ＡＦＥ（Ａｎａｌｏｇ　Ｆｒｏｎｔ　Ｅｎｄ）等
から構成される。
　光電変換素子は、例えばＣＭＯＳ（Ｃｏｍｐｌｅｍｅｎｔａｒｙ　Ｍｅｔａｌ　Ｏｘｉ
ｄｅ　Ｓｅｍｉｃｏｎｄｕｃｔｏｒ）型の光電変換素子等から構成される。光電変換素子
には、光学レンズ部から被写体像が入射される。そこで、光電変換素子は、被写体像を光
電変換（撮像）して画像信号を一定時間蓄積し、蓄積した画像信号をアナログ信号として
ＡＦＥに順次供給する。
　ＡＦＥは、このアナログの画像信号に対して、Ａ／Ｄ（Ａｎａｌｏｇ／Ｄｉｇｉｔａｌ
）変換処理等の各種信号処理を実行する。各種信号処理によって、デジタル信号が生成さ
れ、撮像部２２の出力信号として出力される。
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　この撮像部２２の出力信号が、上述した「撮像画像のデータ」であるものとする。従っ
て、撮像部２２からは撮像画像のデータが出力されて、ＣＰＵ３１や画像処理部３４や記
憶部３８等に適宜供給される。
【００３８】
　操作部３７は、各種ボタンやスイッチ等で構成され、ユーザの指示操作を受け付ける。
操作部３７、シャッターボタン（図示しせず）や後述するモードスイッチ（図示しせず）
により構成される。
【００３９】
　記憶部３８は、ＤＲＡＭ（Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒ
ｙ）等で構成され、画像処理部３４等から出力された画像のデータを記憶する。また、記
憶部３８は、画像処理部３４等の処理に必要な各種データも記憶する。なお、記憶部３８
に記憶されるデータの詳細については後述する。
【００４０】
　通信部３９は、インターネットを含むネットワークを介して他の装置（図示せず）との
間で行う通信を制御する。
【００４１】
　ドライブ４０には、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、或いは半導体メモリ
等よりなる、リムーバブルメディア４１が適宜装着される。ドライブ４０によってリムー
バブルメディア４１から読み出されたプログラムは、必要に応じて記憶部３８にインスト
ールされる。また、リムーバブルメディア４１は、記憶部３８に記憶されている画像のデ
ータ等の各種データも、記憶部３８と同様に記憶することができる。例えば、リムーバブ
ルメディア４１には、本実施形態においては、合成画像等のデータが記憶される。
【００４２】
　以上、図５を参照して、本実施形態の撮像装置１のハードウェアの構成について説明し
た。
　次に、このようなハードウェア構成の撮像装置１が有する機能のうち、ライティングモ
ード撮像処理の実行機能を実現するための機能的構成について、図６を参照しながら説明
する。
　図６は、本実施形態の撮像装置１についての、ライティングモード撮像処理を実行する
ための機能的構成を示す機能ブロック図である。
【００４３】
　ライティングモード撮像処理が実行される場合には、ＣＰＵ３１において、主制御部５
１と、記憶制御部５２と、が機能する。
【００４４】
　主制御部５１は、ＣＰＵ３１内の記憶制御部５２や、ＣＰＵ３１の外部のデバイス、例
えば、表示部２１、撮像部２２、画像処理部３４等を適宜制御することで、ライティング
モード撮像処理を実行する。
【００４５】
　例えば、主制御部５１は、表示部２１の表示領域のうち、上述したエリア２１Ａやエリ
ア２１Ｂを構成する各画素の明るさ（輝度）を一定以上にする制御することで、エリア２
１やエリア２１Ｂを照明として機能させる。
　なお、このようにエリア２１Ａやエリア２１Ｂの各画素の明るさ（輝度）を、照明とし
て機能するレベル（輝度値）以上にすることを、以下、「エリア２１Ａ点灯する」と表現
する。一方、エリア２１Ａやエリア２１Ｂの各画素の明るさ（輝度）を、照明として機能
しないレベル（輝度値）以下にすることを、「消灯する」と表現する。
　即ち、主制御部５１は、表示部２１のエリアとエリア２２との各々の点灯と消灯とを独
立して制御することによって、上述の図２（ａ）や図２（ｂ）に示すライティング等、各
種ライティングを実現する。
【００４６】
　また例えば、主制御部５１は、上述の図２（ａ）や図２（ｂ）に示すライティング等、
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各種ライティングを実現した状態で、撮像部２２に被写体を撮像させる制御を実行する。
　具体的には例えば、まず、主制御部５１は、１回目の撮像として、上述の図２（ａ）に
示すライティングの状態で撮像部２２が顔１００を撮像するように制御する。これにより
、図２（ａ）の正面図に示すような撮像画像、即ち左側に影ＳＡが生じた顔１００を含む
撮像画像のデータが、撮像部２２から出力されて画像処理部３４に供給される。
　次に、主制御部５１は、２回目の撮像として、上述の図２（ｂ）に示すライティングの
状態で撮像部２２が顔１００を撮像するように制御する。これにより、図２（ｂ）の正面
図に示すように右側に影ＳＢが生じた顔１００を含む撮像画像のデータが、撮像部２２か
ら出力されて画像処理部３４に供給される。
　詳細については、画像処理部３４の機能的構成を説明する際に後述するが、画像処理部
３４において、１回目及び２回目の各撮像画像のデータから、図４に示す合成画像、即ち
、左側に影ＳＡが生じると共に右側に影ＳＢが生じた顔１００の合成画像のデータが生成
され、ＣＰＵ３１の記憶制御部５２に供給される。
【００４７】
　記憶制御部５２は、主制御部５１の制御に基づいて、後述する画像処理部３４から供給
される合成画像（図３や図４参照）のデータ等をリムーバブルメディア４１に記憶させる
制御を実行する。
　なお、記憶制御部５２の制御によるデータの記憶先は、本実施形態ではリムーバブルメ
ディア４１とされているが特にこれに限定されず、その他、記憶部３８や、通信部３９を
介して接続される他の装置内であってもよい。
【００４８】
　以上説明した主制御部５１及び記憶制御部５２は、本実施形態では、ＣＰＵ３１と、当
該ＣＰＵ３１により実行されるプログラムとの組み合わせ、即ち、ハードウェアとソフト
ウェアとの組み合わせにより構成されている。しかしながら、これは例示にすぎず、主制
御部５１や記憶制御部５２の機能の少なくとも一部を、ＣＰＵ３１以外の他の構成要素（
画像処理部１４等）に移譲させることも当然可能である。
【００４９】
　次に、画像処理部３４の機能的構成について説明する。
　ライティングモード撮像処理が実行される場合には、画像処理部３４においては、画像
切出部６１と、画像合成部６２と、が機能する。
　なお、画像切出部６１及び画像合成部６２が、画像処理部３４に設けられていることは
例示にすぎず、画像切出部６１及び画像合成部６２の少なくとも一部を、画像処理部３４
以外の他の構成要素（ＣＰＵ３１等）に移譲させることも当然可能である。
【００５０】
　画像切出部６１は、主制御部５１の制御に基づいて、撮像部２２から供給された撮像画
像のデータから、当該撮像画像の一部の領域のデータを部分的に切り出す。以下、画像切
出部６１により切り出される画像のデータを「切り出し画像のデータ」と呼ぶ。
　具体的には、画像切出部６１は、撮像画像のデータから、ライティングの状態に対応し
た領域のデータを、切り出し画像のデータとして生成する。
　より具体的には例えば、上述の例の撮像部２２の１回目の撮像では、上述の図２（ａ）
に示すライティングの状態であったため、図２（ａ）の正面図に示すような撮像画像、即
ち左側に影ＳＡが生じた顔１００を含む撮像画像のデータが画像切出部６１に供給される
。そこで、画像切出部６１は、このようなライティングの状態に対応した領域、即ち、影
ＳＡが生じた顔１００の左半面を含む領域（図２（ａ）の切り出し図に示す領域）のデー
タを、１回目の切り出し画像のデータとして生成する。
　また例えば、上述の例の撮像部２２の２回目の撮像では、上述の図２（ｂ）に示すライ
ティングの状態であったため、図２（ｂ）の正面図に示すような撮像画像、即ち右側に影
ＳＢが生じた顔１００を含む撮像画像のデータが画像切出部６１に供給される。そこで、
画像切出部６１は、このようなライティングの状態に対応した領域、即ち、影ＳＢが生じ
た顔１００の右半面を含む領域（図２（ｂ）の切り出し図に示す領域）のデータを、２回
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目の切り出し画像のデータとして生成する。
【００５１】
　画像合成部６２は、主制御部５１の制御に基づいて、画像切出部６１により生成された
２以上の切り出し画像のデータを合成することによって、合成画像のデータを生成する。
　具体的には例えば、上述の例では、撮像部２２の２回の撮像の後、画像切出部６１によ
り、影ＳＡが生じた顔１００の左半面を含む切り出し画像（図２（ａ）の切り出し図参照
）と、影ＳＢが生じた顔１００の右半面を含む切り出し画像（図２（ｂ）の切り出し図参
照）と、の各データが生成されて、画像合成部６２に供給されている。
　この場合、画像合成部６２は、これら２枚の切り出し画像のデータを合成することによ
って、図４に示す合成画像、即ち、左側に影ＳＡが生じると共に右側に影ＳＢが生じた顔
１００の合成画像のデータを生成し、ＣＰＵ３１の記憶制御部５２に供給する。
　すると、上述したように、記憶制御部５２の制御により、当該合成画像のデータはリム
ーバブルメディア４１等に記憶される。
【００５２】
　以上、図６を参照して、ライティングモード撮像処理の実行機能を実現するための撮像
装置１の機能的構成について説明した。
【００５３】
　ここで、記憶部３８には、図７に示すように、撮像シーケンスデータが記憶されている
。
　撮像シーケンスデータとは、ライティングモード撮像処理の手順が設定されたデータで
ある。ＣＰＵ３１の主制御部５１は、この撮像シーケンスデータに従って、ライティング
モード撮像処理を実行する。
　図７は、第１実施形態のライティングモード撮像処理の手順を示す撮像シーケンスデー
タの構造の一例を示す図である。
【００５４】
　本実施形態において、図７の撮像シーケンスデータは行列構造を有しているため、以下
、図７中横方向の項目の集合体を「行」と称し、同図中縦方向の項目の集合体を「列」と
呼ぶ。所定の行には、所定の手順が対応付けられている。即ち、所定の行には、当該行に
対応する手順を特定するために、「順番」及び「撮像シーケンス」という項目がそれぞれ
配置されている。
　上から第ｋ行目（ｋは、１乃至手順の総数の範囲内の整数値であって、図７の例では１
乃至６の範囲内の整数値。ただし、図７の項目名が記載された一番上の行は除外する）の
「順番」には、ライティングモード撮像処理における処理順番として、ｋが格納される。
　上から第ｋ行目の「撮像シーケンス」には、ライティングモード撮像処理におけるｋ番
目に実行すべき処理の内容が格納される。
　即ち、ライティングモード撮像処理は、各行の「撮像シーケンス」に記載された内容の
各処理が上から順に順次実行されていくことで実現される。
　なお、図７の例の撮像シーケンスに従って作成されるフローチャートが、本実施形態に
おけるライティングモード撮像処理であり、図１０に示されている。そこで、撮像シーケ
ンスの各行の「撮像シーケンス」に記載された内容の各処理の説明については、図１０の
説明として後述する。
【００５５】
　なお、撮像シーケンスデータは、記憶部３８に記憶されていることは例示にすぎず、そ
の他、例えばリムーバブルメディア４１等に記憶されていてもよい。
　また、撮像シーケンスデータは、ユーザが任意に設定可能なデータである。即ち、ユー
ザは、操作部３７を操作して、所望の各種処理を所望の順番で組み合わせた撮像シーケン
スデータを登録することができる。換言すると、撮像シーケンスデータの図７の内容は例
示に過ぎない。
【００５６】
　以上、ライティングモード撮像処理を実現することができる撮像装置１の機能的構成に
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ついて説明した。
　次に、図８乃至図１０を参照して、図６の機能的構成を有する撮像装置１が実行する撮
像処理の流れについて説明する。
　ここでいう撮像処理とは、表示部２１によるライティングを伴うライティングモード撮
像処理と、表示部２１によるライティングを伴わない撮像処理とのうち、ユーザにより選
択された処理が実行されるまでの一連の処理をいう。
　即ち、本実施形態においては、撮像装置１の撮像時の動作モードとして、「ライティン
グモード」及び「ノーマルモード」の２つのモードが設けられている。ユーザは、操作部
３７に対して所定の操作をすることで、これらの２つのモードの中から所望のモードを選
択することができる。
【００５７】
　図８は、このような撮像処理の流れの一例を説明するフローチャートである。
　撮像処理は、例えば、撮像装置１の電源が投入されて、ユーザによる操作部３７に対し
する所定の操作がなされて、撮像の動作の開始が指示されたことを契機として開始する。
【００５８】
　ステップＳ１において、図６の主制御部５１は、撮像装置１についての各種初期設定を
行うためのイニシャライズ処理を実行する。
【００５９】
　ステップＳ２において、主制御部５１は、モードスイッチ処理を実行する。
　モードスイッチ処理とは、複数のモードの中から、１のモードを選択的に切り替えて設
定する処理である。
　本実施形態において、上述したように、撮像時の動作モードとして、デフォルトで設定
されているノーマルモードと、ライティングモードとの２つのモードが選択的に設定可能
とされている。
　なお、モードスイッチ処理の詳細については、図９のフローチャートを参照して後述す
る。
【００６０】
　ステップＳ３において、主制御部５１は、ＳＨＴＦは１であるか否かを判定する。
　ＳＨＴＦとは、スイッチフラグの略語である。スイッチフラグとは、撮像画像の記録指
示がなされている場合には「１」が設定され、なされていない場合には「０」が設定され
るフラグである。
　ＳＨＴＦが「０」の場合、ステップＳ３においてＮＯであると判定されて、処理はステ
ップＳ７に進む。ただし、ステップＳ７以降の処理は後述する。
　これに対して、ＳＨＴＦが「１」の場合、ステップＳ３においてＹＥＳであると判定さ
れて、処理はステップＳ４に進む。
【００６１】
　ステップＳ４において、主制御部５１は、撮像時の動作モードとしてライティングモー
ドが設定されているか否かを判定する。
【００６２】
　ライティングモードが設定されている場合には、ステップＳ４においてＹＥＳであると
判定されて、処理はステップＳ５に進む。
　ステップＳ５において、撮像装置１は、ライティングモード撮像処理を実行する。
　本実施形態では、ライティングモード撮像処理は、上述の図７に示す撮像シーケンスに
従って実行される。
　なお、ライティングモード撮像処理の詳細については、図１０を参照して後述する。
【００６３】
　このようなライティングモードではなく、ノーマルモードが設定されている場合には、
ステップＳ４においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ６に進む。
　ステップＳ６において、撮像装置１は、ノーマルモード撮像処理を実行する。
　ノーマル撮像処理とは、表示部２１を照明機能として働かせていない状態で、撮像部２
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２が通常の撮像動作を行い、その結果得られる撮像画像のデータを保存するまでの一連の
処理をいう。
　なお、本実施形態のノーマル撮像処理は、撮像画像のデータが保存された後、ＳＨＴＦ
（スイッチフラグ）が「１」から「０」に変更されて終了する。
【００６４】
　このようにして、ＳＨＴＦが１であるとしてステップＳ３の処理でＹＥＳであると判定
された場合には、ライティングモードが設定されているとき（ステップＳ４の処理でＹＥ
Ｓであると判定されたとき）にはステップＳ５のライティングモード撮像処理が実行され
、また、ノーマルモードが設定されているとき（ステップＳ４の処理でＮＯであると判定
されたとき）にはステップＳ６のノーマルモード撮像処理が実行される。これらの撮像処
理が終了すると、処理はステップＳ７に進む。
　また、ＳＨＴＦが０であるとしてステップＳ３の処理でＮＯであると判定された場合に
は、ステップＳ５のライティングモード撮像処理やステップＳ６のノーマルモード撮像処
理は実行されずに、処理はステップＳ７に進む。
【００６５】
　ステップＳ７において、主制御部５１は、処理の終了が指示されたか否かを判定する。
　処理の終了の指示は、特に限定されない。例えば本実施形態では、別の動作モードに切
り替える指示、例えば撮像装置１はデジタルフォトフレームで構成されているので画像の
表示指示が、処理の終了の指示の１つとして採用されている。また例えば本実施形態では
、撮像装置１の電源を切る指示も、処理の終了の指示の１つとして採用されている。
　このような処理の終了の指示がなされていない場合、ステップＳ７においてＮＯである
と判定されて、処理はステップＳ２に戻される。即ち、処理の終了の指示がなされるまで
の間、ステップＳ２乃至Ｓ７のループ処理が繰り返し実行されて、その都度、ＳＨＴＦが
１である場合にはライティングモード撮像処理又はノーマルモード撮像処理が実行される
。
　その後、処理の終了の指示がなされた場合、ステップＳ７においてＹＥＳであると判定
されて、撮像処理は終了になる。
【００６６】
　以上、図８を参照して、図６の機能的構成を有する撮像装置１が実行する撮像処理の流
れについて説明した。次に、上述した撮像処理のうち、ステップＳ２のモードスイッチ処
理の詳細な流れについて、図９を参照しながら説明する。
　図９は、モードスイッチ処理の詳細な流れの一例を説明するフローチャートである。
【００６７】
　撮像処理においては、上述したように、ステップＳ１の処理でイニシャライズ処理が実
行されると、処理はステップＳ２に進み、モードスイッチ処理として、次のようなステッ
プＳ２１乃至ステップＳ２４の一連の処理が実行される。
【００６８】
　ステップＳ２１において、図６の主制御部５１は、モードスイッチがＯＮ状態であるか
否かを判定する。
　モードスイッチとは、操作部３７を構成する各種ボタンや各種スイッチのうち、撮像装
置１の撮像の動作のモードを切り替える場合にユーザにより押下されるスイッチであり、
図示はしないが、フレーム１１（図１）に設けられている。なお、本実施形態では、モー
ドスイッチは、物理スイッチとして構成されているが、特にこれに限られず、ＧＵＩ（Ｇ
ｒａｐｈｉｃａｌ　Ｕｓｅｒ　Ｉｎｔｅｒｆａｃｅ）用の画像に表示されるソフトウェア
スイッチとして構成されてもよい。
【００６９】
　モードスイッチがＯＮ状態の場合、ステップＳ２１においてＹＥＳであると判定されて
、処理はステップＳ２２に進む。
　ステップＳ２２において、主制御部５１は、モード反転を実行する。
　モード反転とは、撮像装置１の撮像の動作のモードを、ノーマルモードとライティング
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モードとのうち、これまで設定されていた一方から、他方に設定を切り替える処理をいう
。
【００７０】
　モード反転が実行されると、処理はステップＳ２３に進む。なお、モードスイッチがＯ
ＦＦ状態の場合、モード反転が不要であるので、ステップＳ２１においてＮＯであると判
定されて、ステップＳ２２の処理は実行されずに、処理はステップＳ２３に進む。
【００７１】
　ステップＳ２３において、主制御部５１は、シャッターボタンがＯＮ状態であるか否か
を判定する。
　シャッターボタンとは、操作部３７を構成する各種ボタンや各種スイッチのうち、被写
体を撮像してその結果得られる撮像画像のデータを保存する指示をする場合にユーザによ
り押下されるスイッチであり、図示はしないが、フレーム１１（図１）に設けられている
。なお、本実施形態では、シャッターボタンは、物理スイッチとして構成されているが、
特にこれに限られず、ＧＵＩ用の画像に表示されるソフトウェアスイッチとして構成され
てもよい。
【００７２】
　シャッターボタンがＯＦＦ状態である場合（シャッターボタンが押下されていない場合
）、ステップＳ２３においてＮＯであると判定されて、モードスイッチ処理は終了する。
即ち図８のステップＳ２の処理が終了して、処理はステップＳ３に進む。この場合、ＳＨ
ＴＦは「０」に設定されたままであるので、ステップＳ３の処理でＮＯであると判定され
て、ステップＳ５のライティングモード撮像処理やステップＳ６のノーマルモード撮像処
理は実行されないことになる。
【００７３】
　これに対して、シャッターボタンがＯＮ状態である場合（シャッターボタンが押下され
た場合）、ステップＳ２３においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ２４に
進む。
　ステップＳ２４において、主制御部５１は、ＳＨＴＦを「０」から「１」に設定する（
ＳＨＩＦＴ←１）。
　これにより、モードスイッチ処理は終了する。即ち図８のステップＳ２の処理が終了し
て、処理はステップＳ３に進む。この場合、ＳＨＴＦは「１」に設定されているので、ス
テップＳ３の処理でＹＥＳであると判定されて、ステップＳ５のライティングモード撮像
処理又はステップＳ６のノーマルモード撮像処理が実行されることになる。
【００７４】
　以上、図８の撮像処理のうち、ステップＳ２のモードスイッチ処理について説明した。
　次に、当該撮像処理のうち、ステップＳ５のライティングモード撮像処理の詳細な流れ
について、図１０を参照して説明する。
　図１０は、ライティングモード撮像処理の詳細な流れの一例を説明するフローチャート
である。
【００７５】
　上述したように、ステップＳ２のモードスイッチ処理において、ライティングモードが
設定され、かつ、シャッターボタンの押下に伴いＳＨＴＦが「１」に設定されると、ステ
ップＳ３，Ｓ４の各処理でそれぞれＹＥＳであると判定される。これにより、ステップＳ
５のライティングモード処理として、次のようなステップＳ４１乃至ステップＳ４９の一
連の処理が実行される。
【００７６】
　ステップＳ４１において、主制御部５１は、表示部２１のうち第１エリアのみ全点灯さ
せる（第２エリアは消灯させる）。
　例えば、第１エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて左側のエリア
２１Ａが設定されているものとする。即ち図７の撮像シーケンスデータにおいてそのよう
な設定がなされているものとする。
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　この場合、エリア２１Ａのみが全点灯し（エリア２１Ｂが消灯し）、図２（ａ）のライ
ティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１００の左側（ユーザからみて）が照射さ
れるライティングの状態になる。
【００７７】
　ステップＳ４２において、主制御部５１は、ステップＳ４１の処理の後第１エリアのみ
が全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像させ、その結果撮像部２２から出力されて
くる撮像画像のデータを、第１画像のデータとして画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図２（ａ）のライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔１００
の左側（撮像画像をみる人からみて）に影ＳＡが出た撮像画像のデータが、第１画像のデ
ータとして画像切出部６１に取り込まれる。
【００７８】
　ステップＳ４３において、主制御部５１は、表示部２１のうち第２エリアのみ全点灯さ
せる（第１エリアは消灯させる）。
　例えば、第２エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて右側のエリア
２１Ｂが設定されているものとする。即ち、図７の撮像シーケンスデータにおいてそのよ
うな設定がなされているものとする。
　この場合、エリア２１Ｂのみが全点灯し（エリア２１Ａが消灯し）、図２（ｂ）のライ
ティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１００の右側（ユーザからみて）が照射さ
れるライティングの状態になる。
【００７９】
　ステップＳ４４において、主制御部５１は、ステップＳ４３の処理の後第２エリアのみ
が全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像させ、その結果撮像部２２から出力されて
くる撮像画像のデータを、第２画像のデータとして画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図２（ｂ）のライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔１００
の右側（撮像画像をみる人からみて）に影ＳＢが出た撮像画像のデータが、第２画像のデ
ータとして画像切出部６１に取り込まれる。
【００８０】
　ステップＳ４５において、画像切出部６１は、第１画像のデータから、影がある側の半
分のデータを、第１切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図２（ａ）の切り出し図に示すように、影ＳＡがある側の左半分（撮像
画像をみる人からみて）のデータが、第１切り出し画像のデータとして生成される。
【００８１】
　ステップＳ４６において、画像切出部６１は、第２画像のデータから、影がある側の半
分のデータを、第２切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図２（ｂ）の切り出し図に示すように、影ＳＢがある側の右半分（撮像
画像をみる人からみて）のデータが、第２切り出し画像のデータとして生成される。
【００８２】
　ステップＳ４７において、画像合成部６２は、第１切り出し画像及び第２切り出し画像
の各データを合成することによって、合成画像のデータを生成する。
　上述の例では、図３に示す画像、即ち、両頬に影ＳＡ，ＳＢが出来ている顔１００を含
む画像のデータが、合成画像のデータとして生成される。
【００８３】
　ステップＳ４８において、記憶制御部５２は、ステップＳ４７の処理で生成された合成
画像のデータを、リムーバブルメディア４１等に保存する。
【００８４】
　ステップＳ４６において、主制御部５１は、ＳＨＴＦを「０」に設定する（ＳＨＴＦ←
０）。
【００８５】
　これにより、ライティングモード撮像処理は終了する。即ち、図８のステップＳ５の処
理は終了し、その後、処理はステップＳ７に進む。
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【００８６】
　以上説明したように、本実施形態に係る撮像装置１は、表示部２１と、撮像部２２と、
主制御部５１と、画像切出部６１と、画像合成部６２と、を備えている。
　表示部２１は、各画素を発光することにより、画像を表示する。
　撮像部２２は、被写体を撮像することによって、撮像画像のデータを生成する。
　主制御部５１は、表示部２１の各画素のうち、一部の領域を構成する各画素を発光させ
ることにより、被写体の一部を照射させる照明として当該領域を機能させた状態で、撮像
部２２に被写体を撮像させる制御を実行する。
　主制御部５１の制御により、表示部２１の複数の領域のそれぞれが順次照明として機能
した各状態で、被写体が撮像部２２により順次撮像された場合、画像切出部６１は、次の
ように動作する。即ち、画像切出部６１は、撮像部２２により順次生成される複数の撮像
画像のデータの各々について、一部分の領域のデータを切り出し画像のデータとしてそれ
ぞれ生成する。
　画像合成部６２は、画像切出部６１により生成された複数の切り出し画像のデータを合
成することによって、合成画像のデータを生成する。
【００８７】
　ここで、主制御部５１は、被写体の所望の部分に対して所望のライティングがなされる
ように、照明として機能する表示部２１の領域を変更することが容易にできる。
　このように照明として機能する表示部２１の領域が変更される毎に、撮像部２２が被写
体を撮像し、その結果撮像部２２により生成される複数の撮像画像のデータに基づいて、
画像切出部６１及び画像合成部６２により生成される合成画像のデータは、所望の部分に
対して所望のライティングがなされた状態の画像のデータになっている。
　所望のライティングとは、被写体に対する光が照射される状態（影が生じたり生じない
状態）として、ユーザ（撮影者であって、本実施形態では被写体と一致する）が所望の状
態を作り出すことができるという意味である。
　このように、ユーザは、本実施形態の撮像装置１を用いることで、所望の部分に対して
所望のライティングがなされた状態の画像を得ることが容易にできる。
【００８８】
　具体的には例えば、主制御部５１は、（被写体からみて）被写体の左側を照射して右側
に影を生じさせるように表示部２１のエリア２１Ａを照明として機能させた状態（図２（
ａ）の状態）で、撮像部２２に被写体を撮像させる第１制御を実行する。
　主制御部５１はまた、（被写体からみて）被写体の右側を照射して左側に影を生じさせ
るように表示部２１のエリア２１Ｂを照明として機能させた状態で、撮像部２２に被写体
を撮像させる第２制御を実行する。
【００８９】
　この場合、例えば、画像切出部６１は、主制御部５１の第１制御の結果として撮像部２
２により生成された撮像画像（第１画像）のデータから、被写体のうち、影が生じている
側の略半分を含む画像（例えば図２（ａ）の切り出し図に示すような画像）のデータを、
第１切り出し画像のデータとして生成する。
　また、画像切出部６１は、主制御部５１の第２制御の結果として撮像部２２により生成
された撮像画像のデータから、被写体のうち、影が生じている側の略半分を含む画像（例
えば図２（ａ）の切り出し図に示すような画像）のデータを、第２切り出し画像のデータ
として生成する。
　そして、画像合成部６２は、第１切り出し画像及び第２切り出し画像の各データを合成
することによって、合成画像のデータを生成する。
　これにより、例えば被写体として顔１００を含む人物が撮像された場合には、合成画像
として、図３に示すような画像、即ち両頬に影ＳＡ，ＳＢが存在する顔１００を含む画像
が得られる。このような画像をみた鑑賞者は、目の錯覚により、顔１００を実際よりも小
さく視認することになる。即ち、合成画像として小顔に見える画像が、このようにして容
易に得られる。
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【００９０】
　また例えば、画像切出部６１は、主制御部５１の第１制御の結果として撮像部２２によ
り生成された撮像画像（第１画像）のデータから、被写体のうち、影が生じていない側の
略半分を含む画像（例えば図２（ａ）の切り出し図に示されていない方の画像）のデータ
を、第１切り出し画像のデータとして生成する。
　また、画像切出部６１は、主制御部５１の第２制御の結果として撮像部２２により生成
された撮像画像のデータから、被写体のうち、影が生じていない側の略半分を含む画像（
例えば図２（ａ）の切り出し図に示されていない方の画像）のデータを、第２切り出し画
像のデータとして生成する。
　そして、画像合成部６２は、第１切り出し画像及び第２切り出し画像の各データを合成
することによって、合成画像のデータを生成する。
　これにより、例えば被写体として顔１００を含む人物が撮像された場合には、合成画像
として、図４に示すような画像、即ち不要な照明による光が重なって色味の変化が生じて
しまうという従来の問題を発生させることなく、影がない顔１００を含む画像が得られる
。
【００９１】
　ここで、被写体を照明するために、表示部２１の領域（エリア２１Ａやエリア２１Ｂ）
の代わりに、複数のフラッシュ装置や複数の照明機器を用いて、これらの発光タイミング
を制御することによっても、上述のライティングモード撮像処理と等価な処理の実行が可
能である。
　ただし、複数のフラッシュ装置や複数の照明機器を採用するだけでも、撮像装置１全体
が大掛かりになると共に、これらを用いたライティングの制御は複雑なものになる。
　これに対して、本実施形態のように、撮像装置１として元々表示部２１として備えられ
ている液晶ディスプレイ等を照明用に使用することで、撮像装置１の小型化を図ることが
可能になると共に、ライティングの制御についても、各画素の輝度を調整するといった撮
像装置１として元々備えられている機能を利用するだけなので簡単かつ容易に実現するこ
とが可能になる。
【００９２】
　また、本実施形態の撮像装置１の記憶部３８は、表示部２１における照明として機能さ
せる領域を複数回変化させて、照明として機能させる領域が変化する毎に、撮像部２２に
被写体を撮像させていく手順を示す撮像シーケンスデータを保持している。
　主制御部５１は、この撮像シーケンスデータに従って制御を実行する。
　このような撮像シーケンスデータを用いることで、ライティングの制御を簡単かつ容易
に実現できる。
　さらに、ユーザは、撮像シーケンスデータを自身で設定することで、ライティングの所
望のパターンを容易に反映させることができる。
【００９３】
　以上、本発明の第１実施形態に係る撮像装置１について説明した。
　次に、本発明の第２実施形態に係る撮像装置１について説明する。
【００９４】
［第２実施形態］
　第２実施形態に係る撮像装置１は、第１実施形態に係る撮像装置１と基本的に同様のハ
ードウェア構成及び機能的構成を取ることができる。即ち、図５及び図６の各々はそのま
ま、第２実施形態に係る撮像装置１のハードウェア構成及び機能的構成の各々を示してい
ることにもなる。そこで、第２実施形態に係る撮像装置１のハードウェア構成及び機能的
構成については、その説明を省略する。
【００９５】
　図１１は、第２実施形態に係る撮像装置１の外観の構成を示す図である。
　図１１（ａ）は、撮像装置１の正面図である。図１１（ｂ）は、被写体を撮像する場合
の撮像装置１の斜視図である。図１１（ｃ）は、図１１（ｂ）の状態で撮像装置１に撮像
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される場合における被写体の正面図である。
【００９６】
　図１と図１１とを比較すると容易にわかるが、第１実施形態では表示部２１の両端部の
２つのエリア２１Ａ，２１Ｂ（図１）が照明として機能したが、第２実施形態では、表示
部２１の表示領域が２つの対角線によって区分された場合の４つのエリア２２ａ乃至２２
ｄが照明として機能する。
　これにより、第１実施形態の２つのエリア２１Ａ，２１Ｂの点灯又は消灯の組み合わせ
で可能になるライティングのパターンと比較して、第２実施形態の４つのエリア２１ａ乃
至２１ｄの点灯又は消灯の組み合わせで可能になるライティングのパターンは、より精密
で、より高度で、より多数のパターンになる。
【００９７】
　その結果として、第１実施形態では１つのライティングモードのみが設けられていたの
に対して、第２実施形態では、複数のライティングモードが選択可能に設けられている。
　即ち、記憶部３８に記憶される撮像シーケンスデータは、第２実施形態では、複数のラ
イティングモード毎に選択可能となるように構成されている。
【００９８】
　図１２は、第２実施形態のライティングモード撮像処理の手順を示す撮像シーケンスデ
ータの構造の一例を示す図である。
　図１２（ａ）は、ライティングモード内の各モードを示す撮像シーケンスデータの構造
の一例を示す図である。図１２（ｂ）は、選択されたモード内のライティングモード撮像
処理の手順を示す撮像シーケンスデータの構造の一例を示す図である。
【００９９】
　本実施形態において、所定の行には、当該行に対応する手順を特定するために、図１２
（ａ）に示すように「ライトＮｏ．」及び「名称」、図１２（ｂ）に示すようにという項
目がそれぞれ配置されている。また図１２（ｂ）に示すように「順番」及び「撮像シーケ
ンス」という項目がそれぞれ配置されている。
　図１２（ａ）に示すように、上から第ｋ行目（ｋは、１乃至モードの総数の範囲内の整
数値であって、図１２（ａ）の例では１、２・・・の範囲内の整数値。）の「ライトＮｏ
．」には、ライティングモードのうちの各モード番号、ｋが格納される。また、「名称」
には、モード番号に対応した、モードの名称が格納される。
　また、図１２（ｂ）に示すように上から第ｋ行目（ｋは、１乃至手順の総数の範囲内の
整数値であって、図１２（ｂ）の例では１乃至６の範囲内の整数値。ただし、図１２（ｂ
）の項目名が記載された一番上の行は除外する）の「順番」には、ライティングモード撮
像処理における処理順番として、ｋが格納される。
　上から第ｋ行目の「撮像シーケンス」には、ライティングモード撮像処理におけるｋ番
目に実行すべき処理の内容が格納される。
　即ち、ライティングモード撮像処理は、各行の「撮像シーケンス」に記載された内容の
各処理が上から順に順次実行されていくことで実現される。
　なお、図１２（ｂ）の例の撮像シーケンスに従って作成されるフローチャートが、本実
施形態におけるライティングモード撮像処理であり、図１６に示されている。そこで、撮
像シーケンスの各行の「撮像シーケンス」に記載された内容の各処理の説明については、
図１６に合わせたフローチャートの説明として後述する。
【０１００】
　なお、撮像シーケンスデータは、記憶部３８に記憶されていることは例示にすぎず、そ
の他、例えばリムーバブルメディア４１等に記憶されていてもよい。
　また、撮像シーケンスデータは、ユーザが任意に設定可能なデータである。即ち、ユー
ザは、操作部３７を操作して、所望の各種処理を所望の順番で組み合わせた撮像シーケン
スデータを登録することができる。換言すると、撮像シーケンスデータの図７の内容は例
示に過ぎない。
【０１０１】
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　本実施形態において、選択可能なライティングモードのうち、「ライトＮＯ．１」「名
称：影ありモード」は、第１実施形態において説明したライティングモードに相当するモ
ードであり、被写体の輪郭に影を作るモードである。本モードは、例えば、顔を小さく見
せる画像を生成することに適するモードである。また、「ライトＮＯ．２」「名称：影な
しモード」は、被写体に影を作らないモードであり、例えば、宝石等において形状を際立
たせる画像を生成することに適するモードである。
【０１０２】
　次に、図１３乃至図１６を参照して、図６の機能的構成を有する撮像装置１が実行する
撮像処理の流れについて説明する。
　なお、以下、説明の便宜上、「ライトＮＯ．２」「名称：影なしモード」で特定される
ライティングモードが選択される場合の撮像処理を例として説明するが、他のライティン
グモードが選択された場合も撮像処理の流れは同様になる。
　図１２は、第２実施形態に係る撮像処理の流れの一例を説明するフローチャートである
。以下、説明の便宜上、「ライトＮＯ．２」「名称：影なしモード」で特定されるライテ
ィングモードが選択される場合の撮像処理を例として説明するが、他のライティングモー
ドが選択された場合も撮像処理の流れは同様になる。
　撮像処理は、例えば、撮像装置１の電源が投入されて、ユーザによる操作部３７に対し
する所定の操作がなされて、撮像の動作の開始が指示されたことを契機として開始する。
【０１０３】
　ステップＳ１０１において、図６の主制御部５１は、撮像装置１についての各種初期設
定を行うためのイニシャライズ処理を実行する。
【０１０４】
　ステップＳ１０２において、主制御部５１は、モードスイッチ処理を実行する。
　モードスイッチ処理とは、複数のモードの中から、１のモードを選択的に切り替えて設
定する処理である。
　本実施形態において、上述したように、撮像時の動作モードとして、デフォルトで設定
されているノーマルモードと、ライティングモードとの２つのモードが選択的に設定可能
とされている。
　なお、モードスイッチ処理の詳細については、図１４のフローチャートを参照して後述
する。
【０１０５】
　ステップＳ１０３において、主制御部５１は、ＳＨＴＦは１であるか否かを判定する。
　ＳＨＴＦとは、スイッチフラグの略語である。スイッチフラグとは、撮像画像の記録指
示がなされている場合には「１」が設定され、なされていない場合には「０」が設定され
るフラグである。
　ＳＨＴＦが「０」の場合、ステップＳ１０３においてＮＯであると判定されて、処理は
ステップＳ７に進む。ただし、ステップＳ１０７以降の処理は後述する。
　これに対して、ＳＨＴＦが「１」の場合、ステップＳ１０３においてＹＥＳであると判
定されて、処理はステップＳ１０４に進む。
【０１０６】
　ステップＳ１０４において、主制御部５１は、撮像時の動作モードとしてプリセットモ
ードが設定されているか否かを判定する。プリセットモードとは、予め設定されているモ
ードである。
【０１０７】
　プリセットモードが設定されている場合には、ステップＳ１０４においてＹＥＳである
と判定されて、処理はステップＳ１０５に進む。
　ステップＳ１０５において、撮像装置１は、ライティングモード撮像処理を実行する。
　本実施形態では、ライティングモード撮像処理は、上述の図１２示す撮像シーケンスに
従って実行される。
　なお、ライティングモード撮像処理の詳細については、図１６を参照して後述する。
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【０１０８】
　このようなライティングモードではなく、ノーマルモードが設定されている場合には、
ステップＳ１０４においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ１０６に進む。
　ステップＳ１０６において、撮像装置１は、ノーマルモード撮像処理を実行する。
　ノーマル撮像処理とは、表示部２１を照明機能として働かせていない状態で、撮像部２
２が通常の撮像動作を行い、その結果得られる撮像画像のデータを保存するまでの一連の
処理をいう。
　なお、本実施形態のノーマル撮像処理は、撮像画像のデータが保存された後、ＳＨＴＦ
（スイッチフラグ）が「１」から「０」に変更されて終了する。
【０１０９】
　このようにして、ＳＨＴＦが１であるとしてステップＳ１０３の処理でＹＥＳであると
判定された場合には、ライティングモードが設定されているとき（ステップＳ１０４の処
理でＹＥＳであると判定されたとき）にはステップＳ１０５のライティングモード撮像処
理が実行され、また、ノーマルモードが設定されているとき（ステップＳ１０４の処理で
ＮＯであると判定されたとき）にはステップＳ１０６のノーマルモード撮像処理が実行さ
れる。これらの撮像処理が終了すると、処理はステップＳ１０７に進む。
　また、ＳＨＴＦが０であるとしてステップＳ１０３の処理でＮＯであると判定された場
合には、ステップＳ１０５のライティングモード撮像処理やステップＳ１０６のノーマル
モード撮像処理は実行されずに、処理はステップＳ１０７に進む。
【０１１０】
　ステップＳ１０７において、主制御部５１は、処理の終了が指示されたか否かを判定す
る。
　処理の終了の指示は、特に限定されない。例えば本実施形態では、別の動作モードに切
り替える指示、例えば撮像装置１はデジタルフォトフレームで構成されているので画像の
表示指示が、処理の終了の指示の１つとして採用されている。また例えば本実施形態では
、撮像装置１の電源を切る指示も、処理の終了の指示の１つとして採用されている。
　このような処理の終了の指示がなされていない場合、ステップＳ１０７においてＮＯで
あると判定されて、処理はステップＳ１０２に戻される。即ち、処理の終了の指示がなさ
れるまでの間、ステップＳ１０２乃至Ｓ１０７のループ処理が繰り返し実行されて、その
都度、ＳＨＴＦが１である場合にはライティングモード撮像処理又はノーマルモード撮像
処理が実行される。
　その後、処理の終了の指示がなされた場合、ステップＳ１０７においてＹＥＳであると
判定されて、撮像処理は終了になる。
【０１１１】
　以上、図１３を参照して、図６の機能的構成を有する撮像装置１が実行する撮像処理の
流れについて説明した。次に、上述した撮像処理のうち、ステップＳ１０２のモードスイ
ッチ処理の詳細な流れについて、図１４を参照しながら説明する。
　図１４は、第２実施形態に係るモードスイッチ処理の詳細な流れの一例を説明するフロ
ーチャートである。
【０１１２】
　撮像処理においては、上述したように、ステップＳ１の処理でイニシャライズ処理が実
行されると、処理はステップＳ１０２に進み、モードスイッチ処理として、次のようなス
テップＳ１２１乃至ステップＳ１２４の一連の処理が実行される。
【０１１３】
　ステップＳ１２１において、図６の主制御部５１は、モードスイッチがＯＮ状態である
か否かを判定する。
　モードスイッチとは、操作部３７を構成する各種ボタンや各種スイッチのうち、撮像装
置１の撮像の動作のモードを切り替える場合にユーザにより押下されるスイッチであり、
図示はしないが、フレーム１１（図１）に設けられている。なお、本実施形態では、モー
ドスイッチは、物理スイッチとして構成されているが、特にこれに限られず、ＧＵＩ用の
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画像に表示されるソフトウェアスイッチとして構成されてもよい。
【０１１４】
　モードスイッチがＯＮ状態の場合、ステップＳ１２１においてＹＥＳであると判定され
て、処理はステップＳ１２２に進む。
　ステップＳ１２２において、主制御部５１は、モード反転を実行する。
　モード反転とは、撮像装置１の撮像の動作のモードを、ノーマルモードとライティング
モードとのうち、これまで設定されていた一方から、他方に設定を切り替える処理をいう
。
【０１１５】
　モード反転が実行されると、処理はステップＳ１２３に進む。なお、モードスイッチが
ＯＦＦ状態の場合、モード反転が不要であるので、ステップＳ１２１においてＮＯである
と判定されて、ステップＳ１２２の処理は実行されずに、処理はステップＳ１２３に進む
。
【０１１６】
　ステップＳ１２３において、主制御部５１は、セレクトスイッチがＯＮ状態であるか否
かを判定する。
　セレクトスイッチとは、操作部３７を構成する各種ボタンや各種スイッチのうち、モー
ドの選択を指示をする場合にユーザにより押下されるスイッチであり、図示はしないが、
フレーム１１（図１）に設けられている。なお、本実施形態では、セレクトスイッチは、
物理スイッチとして構成されているが、特にこれに限られず、ＧＵＩ用の画像に表示され
るソフトウェアスイッチとして構成されてもよい。
【０１１７】
　セレクトスイッチがＯＦＦ状態である場合（セレクトスイッチが押下されていない場合
）、ステップＳ１２３においてＮＯであると判定されて、処理はステップＳ１２５に進む
。
【０１１８】
　これに対して、セレクトスイッチがＯＮ状態である場合（シャッターボタンが押下され
た場合）、ステップＳ１２３においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ１２
４に進む。
【０１１９】
　ステップＳ１２４において、主制御部５１は、ライト選択処理が実行される。ライト選
択処理とは、「ライトＮｏ．」を選択する処理という。
【０１２０】
　ライト選択処理が実行されると、処理はステップＳ１２５に進む。なお、セレクトスイ
ッチがＯＦＦ状態の場合、ライト選択処理が不要であるので、ステップＳ１２３において
ＮＯであると判定されて、ステップＳ１２４の処理は実行されずに、処理はステップＳ１
２５に進む。
【０１２１】
　ステップＳ１２５において、主制御部５１は、シャッターボタンがＯＮ状態であるか否
かを判定する。
【０１２２】
　シャッターボタンがＯＦＦ状態である場合（シャッターボタンが押下されていない場合
）、ステップＳ１２５においてＮＯであると判定されて、モードスイッチ処理は終了する
。即ち図１３のステップＳ１０２の処理が終了して、処理はステップＳ１０３に進む。こ
の場合、ＳＨＴＦは「０」に設定されたままであるので、ステップＳ１０３の処理でＮＯ
であると判定されて、ステップＳ１０５のライティングモード撮像処理やステップＳ１０
６のノーマルモード撮像処理は実行されないことになる。
【０１２３】
　これに対して、シャッターボタンがＯＮ状態である場合（シャッターボタンが押下され
た場合）、ステップＳ１２５においてＹＥＳであると判定されて、処理はステップＳ１２
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６に進む。
　ステップＳ１２６において、主制御部５１は、ＳＨＴＦを「０」から「１」に設定する
（ＳＨＩＦＴ←１）。
　これにより、モードスイッチ処理は終了する。即ち図１３のステップＳ１０２の処理が
終了して、処理はステップＳ１０３に進む。この場合、ＳＨＴＦは「１」に設定されてい
るので、ステップＳ１０３の処理でＹＥＳであると判定されて、ステップＳ１０５のライ
ティングモード撮像処理又はステップＳ１０６のノーマルモード撮像処理が実行されるこ
とになる。
【０１２４】
　以上、図１４を参照して、モードスイッチ処理の詳細な流れについて説明した。次に、
上述したモードスイッチ処理のうち、ステップＳ１２４のライト選択処理の詳細な流れに
ついて、図１５を参照しながら説明する。
　図１５は、第２実施形態に係るライト選択処理の詳細な流れの一例を説明するフローチ
ャートである。
【０１２５】
　ステップＳ１２４１において、主制御部５１は、「ライトＮＯ．」が選択されたか否か
を判定する。
　「ライトＮＯ．」が選択された場合には、ステップＳ１２４１においてはＹＥＳである
と判定され、処理はステップＳ１２４２に進む。「ライトＮＯ．」が選択されてない場合
には、ステップＳ１２４１においてはＮＯであると判定されて、処理はステップＳ１２４
４に進む。
【０１２６】
　ステップＳ１２４２において、主制御部５１は、ライティングのセッティングを読み出
す。具体的には、主制御部５１は、記憶部３８よりステップＳ１２４１においてセレクト
された「ライトＮＯ．」の撮像シーケンスのデータを参照する。本実施形態においては、
図１２（ｂ）に示す「ライトＮＯ．２」の撮像シーケンスのデータが参照される。
【０１２７】
　ステップＳ１２４３において、主制御部５１は、バックライトを点灯する。具体的には
、主制御部５１は、ステップＳ１２４２において参照した図１２（ｂ）の「ライトＮＯ．
２」の撮像シーケンスに合わせて、表示部２１を発光させる。このように、表示部２１が
撮像シーケンスの順番に発光することによりセレクトされたライティングモードの動作を
ユーザに、報知する。
【０１２８】
　ステップＳ１２４４において、主制御部５１は、ＯＫスイッチがＯＮされたか否かを判
定する。具体的には、主制御部５１は、ＯＫスイッチ（図示せず）が操作されたか否かを
判定する。ＯＫスイッチが操作された場合には、ステップＳ１２４４においてはＹＥＳと
判定されて、処理は図１４のステップＳ１２５に進む。ＯＫスイッチが操作されない場合
には、ステップＳ１２４４においてはＮＯと判定されて、処理はステップＳ１２４１に戻
り、その後の処理が繰り返される。
【０１２９】
　以上、図１３の撮像処理のうち、ステップＳ２のモードスイッチ処理のうちにステップ
Ｓ１２４のライト選択処理の詳細な流れについて説明した。
　次に、当該撮像処理のうち、ステップＳ１０５のライティングモード撮像処理の詳細な
流れについて、図１６を参照して説明する。
　図１６は、第２実施形態に係るライティングモード撮像処理の詳細な流れの一例を説明
するフローチャートである。
【０１３０】
　上述したように、ステップＳ１０２のモードスイッチ処理において、ライティングモー
ドが設定され、かつ、シャッターボタンの押下に伴いＳＨＴＦが「１」に設定されると、
ステップＳ１０３，Ｓ１０４の各処理でそれぞれＹＥＳであると判定される。これにより
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、ステップＳ１０５のライティングモード撮像処理として、次のようなステップＳ１４１
乃至ステップＳ１４４の一連の処理が実行される。
【０１３１】
　ステップＳ１４１において、撮像装置１の各部は、撮像シーケンスに従って、各画像の
データの取り込みを実行する。各画像のデータの取り込みとは、所定のライティングの状
態下で撮像された撮像画像のデータを画像切出部６１に取り込む処理である。
【０１３２】
　具体的には、主制御部５１は、表示部２１のうち第１エリアのみ全点灯させる（第２乃
至第４エリアは消灯させる）。
　例えば、第１エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて左側のエリア
２２ａが設定されているものとする。即ち図１２（ｂ）の撮像シーケンスデータにおいて
そのような設定がなされているものとする。
　この場合、エリア２２ａのみが全点灯し（エリア２２ｂ乃至エリア２２ｄが消灯し）、
図１１（ｃ）のａのライティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１００の左側（ユ
ーザからみて）が照射されるライティングの状態になる。
【０１３３】
　次に、主制御部５１は、第１エリアのみが全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像
させ、その結果撮像部２２から出力されてくる撮像画像のデータを、第１画像のデータと
して画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図１１（ｃ）のａのライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔
１００の右側（撮像画像をみる人からみて）に影がない撮像画像のデータが、第１画像の
データとして画像切出部６１に取り込まれる。
【０１３４】
　次に、主制御部５１は、表示部２１のうち第２エリアのみ全点灯させる（第１，第３及
び第４エリアは消灯させる）。
　例えば、第２エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて左側のエリア
２２ｂが設定されているものとする。即ち図１２の撮像シーケンスデータにおいてそのよ
うな設定がなされているものとする。
　この場合、エリア２２ｂのみが全点灯し（エリア２２ａ，エリア２２ｃ乃至エリア２２
ｄが消灯し）、図１１（ｃ）のｂのライティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１
００の左側（ユーザからみて）が照射されるライティングの状態になる。
【０１３５】
　次に、主制御部５１は、第２エリアのみが全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像
させ、その結果撮像部２２から出力されてくる撮像画像のデータを、第２画像のデータと
して画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図１１（ｃ）のｂのライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔
１００の左側（撮像画像をみる人からみて）に影がない撮像画像のデータが、第２画像の
データとして画像切出部６１に取り込まれる。
【０１３６】
　次に、主制御部５１は、表示部２１のうち第３エリアのみ全点灯させる（第１，第２及
び第４エリアは消灯させる）。
　例えば、第３エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて左側のエリア
２２ｃが設定されているものとする。即ち図１２（ｂ）の撮像シーケンスデータにおいて
そのような設定がなされているものとする。
　この場合、エリア２２ｃのみが全点灯し（エリア２２ａ，エリア２２ｂ乃至エリア２２
ｄが消灯し）、図１１（ｃ）のｃのライティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１
００の上側（ユーザからみて）が照射されるライティングの状態になる。
【０１３７】
　次に、主制御部５１は、第３エリアのみが全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像
させ、その結果撮像部２２から出力されてくる撮像画像のデータを、第３画像のデータと
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して画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図１１（ｃ）のｃのライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔
１００の上側（撮像画像をみる人からみて）に影がない撮像画像のデータが、第３画像の
データとして画像切出部６１に取り込まれる。
【０１３８】
　次に、主制御部５１は、表示部２１のうち第４エリアのみ全点灯させる（第１乃至第３
エリアは消灯させる）。
　例えば、第４エリアとして、表示部２１をみるユーザ（被写体）からみて左側のエリア
２２ｄが設定されているものとする。即ち図１２（ｂ）の撮像シーケンスデータにおいて
そのような設定がなされているものとする。
　この場合、エリア２２ｄのみが全点灯し（エリア２２ａ乃至エリア２２ｃが消灯し）、
図１１（ｃ）のｄのライティングの状態、即ち、被写体たるユーザの顔１００の下側（ユ
ーザからみて）が照射されるライティングの状態になる。
【０１３９】
　次に、主制御部５１は、第４エリアのみが全点灯した状態で撮像部２２に被写体を撮像
させ、その結果撮像部２２から出力されてくる撮像画像のデータを、第４画像のデータと
して画像切出部６１に取り込ませる。
　上述の例では、図１１（ｃ）のｄのライティングの状態で撮像されるので、ユーザの顔
１００の下側（撮像画像をみる人からみて）に影がない撮像画像のデータが、第４画像の
データとして画像切出部６１に取り込まれる。
【０１４０】
　ステップＳ１４２において、撮像装置１の各部は、合成手法に従って、各画像のデータ
を合成することによって合成画像データを生成する。
【０１４１】
　具体的には、画像切出部６１は、第１画像のデータから、影のない側のａ部分のデータ
を、第１切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図１１（ｃ）に示すように、影のない側のａ部分（撮像画像をみる人か
らみて）のデータが、第１切り出し画像のデータとして生成される。
【０１４２】
　次に、画像切出部６１は、第２画像のデータから、影のない側のｂ部分のデータを、第
２切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図１１（ｃ）に示すように、影のない側のｂ部分（撮像画像をみる人か
らみて）のデータが、第２切り出し画像のデータとして生成される。
【０１４３】
　次に、画像切出部６１は、第３画像のデータから、影のない側のｃ部分のデータを、第
３切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図１１（ｃ）に示すように、影のない側のｃ部分（撮像画像をみる人か
らみて）のデータが、第３切り出し画像のデータとして生成される。
【０１４４】
　次に、画像切出部６１は、第４画像のデータから、影のない側のｄ部分のデータを、第
４切り出し画像のデータとして生成する。
　上述の例では、図１１（ｃ）に示すように、影のない側のｄ部分（撮像画像をみる人か
らみて）のデータが、第４切り出し画像のデータとして生成される。
【０１４５】
　次に、画像合成部６２は、第１切り出し画像乃至第４切り出し画像の各データを合成す
ることによって、合成画像のデータを生成する。
　上述の例では、図４に示す画像、即ち、顔１００に影のない画像のデータが、合成画像
のデータとして生成される。
【０１４６】
　ステップＳ４８において、記憶制御部５２は、ステップＳ４７の処理で生成された合成
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画像のデータを、リムーバブルメディア４１等に保存する。その後、主制御部５１は、Ｓ
ＨＴＦを「０」に設定する（ＳＨＴＦ←０）。
【０１４７】
　これにより、ライティングモード撮像処理は終了する。即ち、図１３のステップＳ１０
５の処理は終了し、その後、処理はステップＳ１０７に進む。
【０１４８】
　以上説明したように、第２実施形態に係る撮像装置１は、第１実施形態に係る撮像装置
１と基本的に同様のハードウェア構成及び機能的構成を取ることができる。従って、第２
実施形態でも、第１実施形態と全く同様の効果を奏することが可能になる。
　さらに、第２実施形態では、表示部２１における照明として機能させる領域として、４
つのエリア２１ａ乃至２１ｄが設定可能である。
　このため、撮像シーケンスデータには、照明として機能させる領域及び当該領域の変化
の順番が相異なる複数の手順の各々に対応する複数のライティングモードを登録させるこ
とが可能になる。この場合、主制御部５１は、撮像シーケンスに登録された複数のライテ
ィングモードの中から１つを選択し、選択したライティングモードに従って制御を実行す
ることができる。
　これにより、ユーザは、様々なシチュエーションや条件に適するライティングモードを
自由にかつ容易に登録することができる。
【０１４９】
　なお、本発明は、上述の実施形態に限定されるものではなく、本発明の目的を達成でき
る範囲での変形、改良等は本発明に含まれるものである。
【０１５０】
　また、上述の実施形態では、画像合成部６２は、順次撮像された複数の撮像画像の一部
の各データを合成するように構成したが、これに限られない。例えば、撮像装置１は、一
部の撮像画像について再撮影を行い、合成対象の画像を合成前に差し替え可能になるよう
に構成してもよい。
【０１５１】
　また、上述の実施形態では、１回のシャッターボタンの押下により、撮像部２２が撮像
の動作を複数回繰り返したが（いわゆる連写をしたが）、撮像部２２の撮像の動作はこれ
に限られない。例えば、撮像装置１は、１回のシャッターボタンの押下を契機にして、１
回の撮像の動作を行うように構成してもよい。このように構成することにより、被写体が
撮像に適した状態になるのを待って、撮像を行うことが可能となる。
【０１５２】
　また、表示部２１における照明として機能させる領域は、上述の第１実施形態では２つ
のエリア２１Ａ及び２１Ｂとされ、上述の第２実施形態では４つのエリア２１ａ乃至エリ
ア２１ｄとされたが、これに限られない。即ち、表示部２１における照明として機能させ
る領域についての、個数、形状、表示部２１内の位置や大きさ等は任意で構わない。
　このように、表示部２１における照明として機能させる領域を固定にせず任意にするこ
とで、各種各様のシチュエーションや条件に対応するライティングパターンを容易に実現
することが可能になる。
【０１５３】
　また、上述の実施形態では、表示部２１は、ＬＣＤで構成されているがこれに限られず
、任意に設定された（照明として機能させる）領域毎に一定の明るさ（輝度）で発光可能
な任意の表示部材、即ち照明として機能し得る任意の表示部材により構成することができ
る。例えば、表示部２１は、ＬＥＤ（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｄｉｏｄｅ）やＯ
ＥＬ（Ｏｒｇａｎｉｃ　Ｅｌｅｃｔｒｏ－Ｌｕｍｉｎｅｓｃｅｎｃｅ：有機ＥＬ）素子を
光源として有する表示部材で構成することもできる。
【０１５４】
　また、上述の実施形態では、本発明が適用される電子装置は、デジタルカメラ等の撮像
装置１を例として説明したが、特にこれに限定されない。本発明は、上述のスケール表示
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、ノート型のパーソナルコンピュータ、ビデオカメラ、携帯型ナビゲーション装置、携帯
電話装置、ポータブルゲーム機等に適用可能である。
【０１５５】
　上述した一連の処理は、ハードウェアにより実行させることもできるし、ソフトウェア
により実行させることもできる。また例えば、上述した一連の処理は、ハードウェアによ
り実行させることもできるし、ソフトウェアにより実行させることもできる。換言すると
、図３の機能的構成は例示に過ぎず、特に限定されない。即ち、上述した一連の処理を全
体として実行できる機能が撮像装置１に備えられていれば足り、この機能を実現するため
にどのような機能ブロックを用いるのかは特に図３の例に限定されない。また、１つの機
能ブロックは、ハードウェア単体で構成してもよいし、ソフトウェア単体で構成してもよ
いし、それらの組み合わせで構成してもよい。
【０１５６】
　一連の処理をソフトウェアにより実行させる場合には、そのソフトウェアを構成するプ
ログラムが、コンピュータ等にネットワークや記録媒体からインストールされる。コンピ
ュータは、専用のハードウェアに組み込まれているコンピュータであってもよい。また、
コンピュータは、各種のプログラムをインストールすることで、各種の機能を実行するこ
とが可能なコンピュータ、例えば汎用のパーソナルコンピュータであってもよい。
【０１５７】
　このようなプログラムを含む記録媒体は、ユーザにプログラムを提供するために装置本
体とは別に配布される図１のリムーバブルメディア４１により構成されるだけでなく、装
置本体に予め組み込まれた状態でユーザに提供される記録媒体等で構成される。リムーバ
ブルメディア４１は、例えば、磁気ディスク（フロッピディスクを含む）、光ディスク、
又は光磁気ディスク等により構成される。光ディスクは、例えば、ＣＤ－ＲＯＭ（Ｃｏｍ
ｐａｃｔ　Ｄｉｓｋ－Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ），ＤＶＤ（Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ｖｅｒｓａｔｉｌｅ　Ｄｉｓｋ）等により構成される。光磁気ディスクは、ＭＤ（Ｍｉｎ
ｉ－Ｄｉｓｋ）等により構成される。また、装置本体に予め組み込まれた状態でユーザに
提供される記録媒体は、例えば、プログラムが記録されている図２のＲＯＭ１２や、図２
の記憶部３８に含まれるハードディスク等で構成される。
【０１５８】
　なお、本明細書において、記録媒体に記録されるプログラムを記述するステップは、そ
の順序に沿って時系列的に行われる処理はもちろん、必ずしも時系列的に処理されなくと
も、並列的或いは個別に実行される処理をも含むものである。
【符号の説明】
【０１５９】
　１・・・撮像装置、２１・・・表示部、２２・・・撮像部、３１・・・ＣＰＵ、３２・
・・ＲＯＭ、３３・・・ＲＡＭ、３４・・・画像処理部、３５・・・バス、３６・・・入
出力インターフェース、３７・・・操作部、３８・・・記憶部、３９・・・通信部、４０
・・・ドライブ、４１・・・リムーバブルメディア、５１・・主制御部、５２・・・記憶
制御部、６１・・・画像切出部、６２・・・画像合成部
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